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Route Policy Managerについて
Route Policy Managerは、ルートマップおよび IPプレフィックスリストをサポートしていま
す。この機能は、ルート再配布に使用されます。プレフィックスリストには、1つまたは複数
の IPv4または IPv6ネットワークプレフィックスおよび関連付けられたプレフィックス長の値
を指定します。プレフィックスリストは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）テンプ
レート、ルートフィルタリング、またはルーティングドメイン間で交換されるルートの再配

布などの機能で、単独で使用できます。

ルートマップは、ルートおよび IPパケットの両方に適用できます。ルートフィルタリングお
よび再配布は、ルートマップを使用してルートを渡します。

プレフィックスリスト

プレフィックスリストを使用すると、アドレスまたはアドレス範囲を許可または拒否すること

ができます。プレフィックスリストによるフィルタリングでは、ルートまたはパケットのプレ

フィックスと、プレフィックスリストに指定されているプレフィックスの照合が行われます。

特定のプレフィックスがプレフィックスリストのどのエントリとも一致しなかった場合、実質

的に拒否されたものと見なされます。
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プレフィックスリストに複数のエントリを設定し、エントリと一致したプレフィックスを許可

または拒否できます。各エントリにはシーケンス番号が関連付けられています。この番号は

ユーザが設定できます。シーケンス番号が設定されていない場合は、Cisco NX-OSによって自
動的にシーケンス番号が設定されます。Cisco NX-OSはシーケンス番号が最も小さいエントリ
から順番にプレフィックスリストを評価します。CiscoNX-OSは、所定のプレフィックスと最
初に一致したエントリを処理します。一致すると、Cisco NX-OSは permit文または deny文を
処理し、プレフィックスリストの残りのエントリは評価しません。

プレフィックスリストが空の場合は、すべてのルートが許可されます。（注）

ルートマップ

ルートマップは、ルートの再配布に使用できます。ルートマップエントリは、一致基準およ

び設定基準のリストからなります。一致基準では、着信ルートまたはパケットの一致条件を指

定します。設定基準では、一致基準を満たした場合のアクションを指定します。

同じルートマップに複数のエントリを設定できます。これらのエントリには、同じルートマッ

プ名を指定し、シーケンス番号で区別します。

一意のルートマップ名の下に1つまたは複数のルートマップエントリをシーケンス番号に従っ
て並べ、ルートマップを作成します。ルートマップエントリのパラメータは、次のとおりで

す。

•シーケンス番号

•アクセス権：許可または拒否

•一致基準

•設定変更

ルートマップではデフォルトで、最小のシーケンス番号から順にルートまたは IPパケットが
処理されます。continue文を使用すると、次に処理するルートマップエントリを決定できる
ので、別の順序で処理するようにルートマップを設定できます。

ルートマップのシーケンスのデフォルトアクション

ルートマップ内の任意のシーケンスのデフォルトアクションはpermit.です。許可アクション
は次の状況で適用されます。

• permitまたはdeny.を明示的に指定せずにルートマップに新しいシーケンスを設定する場
合

•ルートマップで設定されたシーケンスを編集し、アクションを指定しない場合。この状況
では、編集されたルートマップに元々 deny.が設定されていた場合でも、permitアクショ
ンが適用されます。たとえば、シーケンス 10が denyで設定されていると仮定します。後
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ほど、denyを再度指定せずにシーケンス 10を編集すると、そのシーケンスのアクション
は permit.に設定されます。

ルートマップのシーケンスを設定または編集する場合は、常に正しいアクションを設定してく

ださい。そうしないと、デフォルトのアクションである permitが適用されます。

一致基準

さまざまな基準を使用して、ルートマップでルートや IPパケットを照合できます。BGPコ
ミュニティリストのように、特定のルーティングプロトコルだけに適用できる基準もありま

すが、IP送信元または宛先アドレスなど、その他の基準はあらゆるルートまたは IPパケット
に使用できます。

ルートマップに従ってルートまたはパケットを処理する場合、CiscoNX-OSは設定されている
個々のmatch文とルートまたはパケットを比較します。ルートまたはパケットが設定されてい
る基準と一致した場合、CiscoNX-OSはルートマップ内で一致するエントリに対する許可また
は拒否設定、および設定されている設定基準に基づいて、このルートやパケットを処理しま

す。

一致のカテゴリおよびパラメータは、次のとおりです。

• BGPパラメータ：AS番号、ASパス、コミュニティ属性、または拡張コミュニティ属性に
基づく一致

•プレフィックスリスト：アドレスまたはアドレス範囲に基づく一致

•マルチキャストパラメータ：ランデブーポイント、グループ、または送信元に基づく一
致

•その他のパラメータ：IPネクストホップアドレスまたはパケット長に基づく一致

設定変更

ルートまたはパケットがルートマップのエントリと一致したら、設定済みの 1つ以上の set文
に基づいて、そのルートまたはパケットを変更できます。

設定変更は次のとおりです。

• BGPパラメータ：ASパス、タグ、コミュニティ、拡張コミュニティ、ダンプニング、ロー
カルプリファレンス、オリジン、または重み値属性の変更

•メトリック：ルートメトリックまたはルートタイプの変更

•その他のパラメータ：フォワーディングアドレスまたは IPネクストホップアドレスの変
更

アクセスリスト

IPアクセスリストでは、次のような IPパケットフィールドとパケットを照合できます。

•送信元または宛先 IPv4または IPv6アドレス
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•プロトコル

• Precedence

• ToS

•ルートマップでACL（アクセスコントロールリスト）を使用できるのは、ポリシーベー
スルーティングの場合に限られます。

BGPの AS番号

BGPピアとの照合に使用する AS番号のリストを設定できます。BGPピアがリスト内の AS番
号と一致し、さらに他のBGPピア設定と一致する場合、BGPはセッションを作成します。BGP
ピアがリスト内の AS番号と一致しない場合は、BGPはピアを無視します。AS番号は AS番
号の範囲のリストとして設定できます。また、ASパスリストを使用して AS番号を正規表現
と比較することもできます。

BGPの ASパスリスト

ASパスリストを設定すると、着信または発信BGPルートのアップデートをフィルタリングで
きます。ルートアップデートにASパスリストのエントリと一致するASパス属性が含まれて
いる場合、ルータは設定されている許可または拒否条件に基づいてルートを処理します。ルー

トマップの中で ASパスリストを設定できます。

同じ ASパスリスト名を使用することによって、ASパスリストで複数の ASパスエントリを
設定できます。ルータは最初に一致したエントリを処理します。

BGPのコミュニティリスト

ルートマップのコミュニティリストを使用すると、BGPコミュニティに基づいてBGPルート
アップデートをフィルタリングできます。コミュニティ属性はコミュニティリストに基づいて

照合できます。また、コミュニティ属性はルートマップを使用して設定できます。

コミュニティリストには、1つまたは複数のコミュニティ属性を指定します。同じコミュニ
ティリストエントリに複数のコミュニティ属性を設定した場合、BGPルートが一致と見なさ
れるには、指定されたすべてのコミュニティ属性と一致しなければなりません。

同じコミュニティリスト名を使用することによって、コミュニティリストのそれぞれ個別の

エントリとして、複数のコミュニティ属性を設定することもできます。この場合、ルータは最

初に BGPルートと一致したコミュニティ属性を、そのエントリの許可または拒否設定に基づ
いて処理します。

コミュニティリストのコミュニティ属性は、次の形式のいずれか 1つで設定できます。

•名前付きコミュニティ属性（internet、no-exportなど）。

• aa:nn形式（最初の 2バイトは 2バイトの自律システム番号、最後の 2バイトはユーザが
定義するネットワーク番号を表します）。

•正規表現。
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BGPの拡張コミュニティリスト

拡張コミュニティリストでは 4バイトのAS番号がサポートされています。拡張コミュニティ
リストのコミュニティ属性は、次のいずれかの形式で設定できます。

• aa4:nn形式（最初の 4バイトは 4バイトの AS番号、最後の 2バイトはユーザが定義する
ネットワーク番号を表します）。

•正規表現。

CiscoNX-OSは汎用の特定拡張コミュニティリストをサポートしています。このリストを使用
すると、4バイトの AS番号に対して通常のコミュニティリストと同様の機能を使用できま
す。汎用の特定拡張コミュニティリストには次のプロパティを設定できます。

• Transitive：BGPはコミュニティ属性を自律システム間に伝達します。

• Nontransitive：BGPはコミュニティ属性を削除してからルートを他の自律システムに伝達
します。

NX-OS BGPの大規模コミュニティの構成

NX-OS BGPの大規模コミュニティについて

NX-OS BGPは、標準および拡張コミュニティのみをサポートします。各標準コミュニティに
はそれぞれ 4バイトの制限があり、拡張コミュニティには 8バイトの制限があるため、4バイ
トASNの使用はルートの分類方法に制限されます。8バイトのうち、2バイトはコミュニティ
タイプの定義に使用されますが、残りの 6バイトは使用可能です。大規模コミュニティは、
IETF RFC（8092）によって標準化されています。これによりサイズが 12バイトの大規模なコ
ミュニティを定義でき、BGPルートの分類が柔軟に行えます。

この機能は、コミュニティを使用してルートにタグを付けることにより、異なる ASN内の異
なるデータセンターからのルートを分類する機能を提供します。大規模コミュニティは、それ

ぞれが 12バイトの長さであるため、さまざまなASNからのルートを分類する役割を果たせま
す。RFC8092のサポートを追加することにより、NX-OS BGPは、標準のルートポリシーメ
ソッドを使用して4バイトASNからルートを分類することを可能にします。また、標準のBGP
コミュニティの4バイトの制限を取り除くことにより、ネットワークとルーティングポリシー
をより柔軟に構成できるようになります。

大規模なコミュニティリストの構成（拡張）

大規模コミュニティリストを展開形式で構成する手順は次のとおりです。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip large-community-list expanded

3. ip large-community-list expanded list-name

4. ip large-community-list expanded abcd seq

5. ip large-community-list expanded abcd seq 10 {deny | permit}
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6. ip large-community-list expanded abcd seq 10 permit XX:YY:ZZ

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

このオプションは、拡張された大規模コミュニティ

リストエントリを追加します。

ip large-community-list expanded

例：

ステップ 2

switch(config)# ip large-community-list
expanded

このオプションは、拡張された大規模コミュニティ

リストの名前を提供します。list-名には最大 63文字
ip large-community-list expanded list-name

例：

ステップ 3

の英数字を使用できます。大文字と小文字は区別さ

れます。
switch(config)# ip large-community-list expanded
list-name

このオプションは、エントリのシーケンス番号を提

供します。

ip large-community-list expanded abcd seq

例：

ステップ 4

switch(config)# ip large-community-list expanded
abcd
seq

最初のオプションは、拒否する大規模なコミュニ

ティを指定します。

ip large-community-list expanded abcd seq 10 {deny |
permit}

例：

ステップ 5

2番目のオプションは、受け入れる大規模なコミュ
ニティを指定します。switch(config)# ip large-community-list expanded

abcd seq 10
{deny | permit}

このオプションは、XX:YY:ZZ形式を使用する正規
表現を提供します。XXの範囲は <0～ 4294967294>

ip large-community-list expanded abcd seq 10 permit
XX:YY:ZZ

例：

ステップ 6

で、ASNを表す 4オクテットのグローバル管理者
フィールドです。一方、YYとZZは 4オクテットのswitch(config)# ip large-community-list expanded

abcd seq 10 permit
XX:YY:ZZ

ローカルデータフィールドであり、ASNの所有者
によって定義されます。

":"は、グローバルデータフィールドとローカル
データフィールドの間の区切り文字です。

例

次の例は、拡大形式の大規模コミュニティリストの作成方法を示しています：
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switch(config)# ip large-community-list expanded abcd seq 10 permit ”^100:200:300$"
switch(config)# sh run rpm
<<SNIP>>
ip large-community-list expanded abcd seq 10 permit ”^100:200:300$"

大規模なコミュニティリストの構成（標準）

大規模なコミュニティリストを標準形式で構成する手順は次のとおりです。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip large-community-list standard

3. ip large-community-list standard list-name

4. ip large-community-list standard efgh seq

5. ip large-community-list standard efgh seq 15 {deny | permit}
6. ip large-community-list standard efgh seq 15 deny XX:YY:ZZ

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

このオプションは、標準の大規模なコミュニティリ

ストエントリを追加します。

ip large-community-list standard

例：

ステップ 2

switch(config)# ip large-community-list
standard

このオプションは、標準の大規模なコミュニティリ

ストの名前を提供します。list-名には最大 63文字の
ip large-community-list standard list-name

例：

ステップ 3

英数字を使用できます。大文字と小文字は区別され

ます。
switch(config)# ip large-community-list standard
list-name

このオプションは、エントリのシーケンス番号を提

供します。

ip large-community-list standard efgh seq

例：

ステップ 4

switch(config)# ip large-community-list standard
efgh
seq

最初のオプションは、拒否する大規模なコミュニ

ティを指定します。

ip large-community-list standard efgh seq 15 {deny |
permit}

例：

ステップ 5

2番目のオプションは、受け入れる大規模なコミュ
ニティを指定します。switch(config)# ip large-community-list standard

efgh seq 15
{deny | permit}
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目的コマンドまたはアクション

このオプションは、XX:YY:ZZ形式を使用する正規
表現を提供します。XXの範囲は <0～ 4294967294>

ip large-community-list standard efgh seq 15 deny
XX:YY:ZZ

例：

ステップ 6

で、ASNを表す 4オクテットのグローバル管理者
フィールドです。一方、YYとZZは 4オクテットのswitch(config)# ip large-community-list standard

efgh seq 15 deny
XX:YY:ZZ

ローカルデータフィールドであり、ASNの所有者
によって定義されます。

":"は、グローバルデータフィールドとローカル
データフィールドの間の区切り文字です。

例

次の例は、標準形式の大規模なコミュニティリストの作成方法を示しています：

switch(config-route-map)# ip large-community-list standard efgh seq 15 deny 1000300:123:456
switch(config)# sh run rpm
<<SNIP>>
ip large-community-list standard efgh seq 15 deny 1000300:123:456

大規模コミュニティのルートマップマッチの構成

大規模コミュニティのルートマップマッチを構成する手順は次のとおりです。

手順の概要

1. configure terminal
2. match large-community

3. match large-community list-name

4. match large-community abcd exact-match

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

このオプションは、BGP大規模コミュニティリスト
とのマッチングを行います。

match large-community

例：

ステップ 2

switch(config-route-map)# match
large-community

Route Policy Managerの設定
8

Route Policy Managerの設定

大規模コミュニティのルートマップマッチの構成



目的コマンドまたはアクション

このオプションは、コミュニティリストの名前を提

供します。list-名には最大 63文字の英数字を使用で
きます。大文字と小文字は区別されます。

match large-community list-name

例：

switch(config-route-map)# match large-community
list-name

ステップ 3

このオプションは、コミュニティの完全一致を実行

します。

match large-community abcd exact-match

例：

ステップ 4

switch(config-route-map)# match large-community
abcde
exact-match

例

次の例は、拡大形式の大規模コミュニティリストの作成方法を示しています：

switch(config-route-map)# sh run rpm
<<SNIP>>
route-map test permit 10
match large-community abcd efgh

大規模コミュニティのルートマップセットの構成

大規模コミュニティのルートマップセットを構成する手順は次のとおりです。

手順の概要

1. configure terminal

2. set大コミュニティリスト
3. set large-community-list list-name

4. set large-community-list list-name delete

5. {なし | XX:YY:ZZ [添加剤] |添加物}set large-community

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

このオプションは、BGP大規模コミュニティ属性を
設定します。

set大コミュニティリスト

例：

ステップ 2

switch(config-route-map)# set
large-community-list
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目的コマンドまたはアクション

このオプションは、大規模コミュニティリストの名

前を設定します。list-名には最大 63文字の英数字を
使用できます。大文字と小文字は区別されます。

set large-community-list list-name

例：

switch(config-route-map)# set large-community-list
list-name

ステップ 3

このオプションは、マッチした大規模なコミュニ

ティを削除します。

set large-community-list list-name delete

例：

ステップ 4

switch(config-route-map)# set large-community-list
list-name
delete

例：

switch(config-route-map)# sh run rpm
route-map test permit 10
set large-community-list list-name delete

このコマンドは、BGPルート更新のための大規模コ
ミュニティ属性を設定します

{なし | XX:YY:ZZ [添加剤] |添加物}set
large-community

例：

ステップ 5

•「XX:YY:ZZ」オプションは、XX:YY:ZZ形式
で表した大規模コミュニティ属性を示していまswitch(config-route-map)# set large-community

{none | XX:YY:ZZ [additive] | additive}
す。BGPルートアップデートでは、その値のみ
を設定します。1つの setコマンドで最大 32の
大規模コミュニティ属性を追加できます。

switch(config-route-map)# set large-community
1000:1235:7629 200:30048:234 additive

例：
•「additive」オプションは、既存の大規模コミュ
ニティ属性への追加を表しており、XX:YY:ZZ

switch(config-route-map)# sh run rpm
route-map test permit 10
set large-community additive オプションとともに使用されます。この方法を

使用すると、既存の大規模コミュニティ属性に

XX:YY:ZZ属性が追加されます。
switch(config-route-map)# sh run rpm
route-map test permit 10
set large-community 1000300:123:456

•「なし」オプションは、大規模コミュニティ属
性が設定されないことを表します。

switch(config-route-map)# sh run rpm
route-map test permit 10
set large-community none

ルートの再配布およびルートマップ

ルートマップを使用すると、ルーティングドメイン間でのルートの再配布を制御できます。

ルートマップではルートの属性を照合し、一致基準を満たすルートだけを再配布します。設定

変更を使用することによって、再配布時に、ルートマップでルート属性を変更することもでき

ます。

ルータは再配布されたルートを各ルートマップエントリと照合します。match文が複数ある場
合は、ルートがすべての一致基準を満たしている必要があります。ルートがルートマップエ

ントリで定義されている一致基準を満たす場合は、エントリで定義されているアクションが実

行されます。ルートが基準と一致しなかった場合、ルータは後続のルートマップエントリと

ルートを比較します。ルートの処理は、ルートがルートマップのいずれかのエントリと一致す

Route Policy Managerの設定
10

Route Policy Managerの設定

ルートの再配布およびルートマップ



るか、どのエントリとも一致せずすべてのエントリによる処理が完了するまで継続します。

ルータがルートマップの全エントリとルートを比較しても一致しなかった場合、ルータはその

ルートを受け付けるか（着信ルートマップ）またはルートを転送します（発信ルートマッ

プ）。

BGPをIGPに再配布するとき、iBGPも再配布されます。この動作を無効にするには、ルート
マップに追加 deny文を挿入します。

（注）

Route Policy Managerの注意事項と制約事項
Route Policy Manager設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•プレフィックスリスト内の名前は、大文字と小文字が区別されません。一意の名前を使用
することを推奨します。大文字と小文字を変更しただけの同じ名前を使用しないでくださ

い。たとえば、CTCPrimaryNetworksと CtcPrimaryNetworksは 2つの異なるエントリでは
ありません。

•ルートマップが存在しない場合、すべてのルートが拒否されます。

•プレフィックスリストが存在しない場合は、すべてのルートが許可されます。

•ルートマップエントリで 2つの無関係なエンティティを照合する場合、ルートマップエ
ントリのアクセス権（許可または拒否）によって、すべてのルートまたはパケットの処理

結果が決まります。また、ルートマップエントリの設定基準も適用されます。たとえば、

次のルートマップは、BGP設定に関連付けられている場合、ospf-areaとのマッチングを
試みます。その結果、無関係なマッチングが許可されて、メトリックが100に設定されま
す。

route-map abc permit seq 10
match ospf-area 2
set metric 100

•ルートマップエントリにmatch文がない場合、ルートマップエントリのアクセス権（許
可または拒否）によって、すべてのルートまたはパケットの処理結果が決まります。

•ルートマップエントリの match文の中で参照されたポリシー（プレフィックスリストな
ど）から no-matchまたは deny-matchが戻った場合、は match文を Cisco NX-OS失敗とし
て、次のルートマップエントリを処理します。

•ルートマップを変更しても、ルートマップコンフィギュレーションサブモードを終了す
るまでは、Cisco NX-OSによりすべての変更が保留されます。その後、Cisco NX-OSがす
べての変更をプロトコルクライアントに送信すると、変更が有効になります。

•同じルートマップシーケンスに IPv4と IPv6の両方の matchステートメントを含めないこ
とを推奨します。両方が必要な場合は、同じルートマップの異なるシーケンスで指定する

必要があります。
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•ルートマップは定義する前に使用できるので、設定変更を終えるときには、すべてのルー
トマップが存在していることを確認してください。

•再配布およびフィルタリングを行う場合、ルートマップの使用状況を確認できます。各
ルーティングプロトコルには、これらの統計情報を表示する機能があります。

• BGPをIGPに再配布するとき、iBGPも再配布されます。この動作を無効にするには、ルー
トマップに追加 deny文を挿入します。

• Route Policy ManagerはMACリストをサポートしていません。

• ip access-list nameコマンドのACL名の最大文字数は 64です。ただし、RPMコマンドに関
連付けられている ACL名（ip prefix-listや match ip addressなど）は、最大 63文字しか使
用できません。

• BGPは特定の matchコマンドのみをサポートします。詳細については、「ルートマップ
の設定」の matchコマンドの表を参照してください。

•「prefix-list」という名前の ACLを作成する場合、match ip addressコマンドを使用して作
成されたルートマップに関連付けることはできません。RPMコマンドの match ip address
prefix-listは、前のコマンド（「prefix-list」ACL名）をあいまいにします。

• match ip addressコマンドを使用する場合、設定できる ACLは 1つだけです。

•ポリシーが構成プロファイルを介して適用される場合、通常のCLI構成モードを介して特
定の CLIの構成解除（短い no形式）を試行することは推奨されません。変更が必要な場
合は、まずプロファイルの適用を解除してから、プロファイルを変更して再度適用しま

す。

•すべての RPMプロファイルで、構成プロファイルを構成して適用する場合は、後で「構
成プロファイル」を使用するときのために、同じプロファイルを構成および構成解除しな

いでください（短い no形式を使用）。

• config-profileの複数の行で standard ip community-listと ip large-community-listを構成する
と、そのシーケンスの最後に構成された行のみが保持されます。これら2つのコマンドを
実行するには、すべてのコミュニティ値を構成し、config-profileで 1つのコマンドとして
実行する必要があります。

Route Policy Managerパラメータのデフォルト設定
次の表に、Route Policy Managerのデフォルト設定を示します。

表 1 :デフォルトの Route Policy Managerパラメータ

デフォルトパラメータ

有効（Enabled）Route Policy Manager

115アドミニストレーティブディスタンス

Route Policy Managerの設定
12

Route Policy Managerの設定

Route Policy Managerパラメータのデフォルト設定



Route Policy Managerの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

IPプレフィックスリストの設定
IPプレフィックスリストでは、プレフィックスおよびプレフィックス長のリストに対して IP
パケットまたはルートを照合します。IPv4には IPプレフィックスリスト、IPv6には IPv6プ
レフィックスリストを作成できます。

指定したプレフィックス長と完全に一致するプレフィックスリストエントリのみを対象とす

るよう設定できます。また、指定したプレフィックス長の範囲に該当するすべてのプレフィッ

クスを対象とすることもできます。

ge キーワードと lt キーワードを使用すると、プレフィックス長の範囲を指定できます。着信
パケットまたはルートがプレフィックスリストと一致すると判定されるのは、プレフィックス

が一致し、プレフィックス長がgeキーワードの値（設定されている場合）以上かつ ltキーワー
ドの値（設定されている場合）以下の場合です。キーワード eq を使用する場合、設定する値
はプレフィックスのマスク長より大きくする必要があります。

プレフィックスアドレスとの比較に使用できる連続または非連続ルートの範囲を定義するに

は、 mask キーワードを使用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. { ip | ipv6 } prefix-list name description string

3. {ip | ipv6} prefix-list name [ seq number ] [{ permit | deny } prefix {[ eq prefix-length ] | [ ge
prefix-length ] [ le prefix-length ]}] [ mask mask ]

4. （任意） show { ip | ipv6 } prefix-list name

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Route Policy Managerの設定
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目的コマンドまたはアクション

プレフィックスリストについての情報ストリングを

追加します。

必須: { ip | ipv6 } prefix-list name description string

例：

ステップ 2

switch(config)# ip prefix-list
AllowPrefix description allows
engineering server

IPv4または IPv6プレフィックスリストを作成する
か、または既存のプレフィックスリストにプレ

{ip | ipv6} prefix-list name [ seq number ] [{ permit |
deny } prefix {[ eq prefix-length ] | [ ge prefix-length ] [
le prefix-length ]}] [ mask mask ]

ステップ 3

フィックスを追加します。prefix-length は次のよう
に照合されます。例：

switch(config)# ip prefix-list
AllowPrefix seq 10 permit 192.0.2.0/23 eq 24

• eq：正確なプレフィックス長を照合します。
この値は、マスク長より大きくする必要があり

ます。
switch(config)# ipv6 prefix-list
AllowIPv6Prefix seq 10 permit 2001:0DB8:: le 32

• ge：設定されている prefix length以上のプレ
フィックス長が対象。

switch(config)# ip prefix-list
even permit 0.0.0.0/32 mask 0.0.0.1

switch(config)# ipv6 prefix-list
even permit 2001:0DB8::/64 mask ffff:1:: • le：設定されている prefix length以下のプレ

フィックス長が対象。

• mask：ルーティングプロトコルで使用される
プレフィックスアドレスのビットと比較する、

プレフィックスリストのプレフィックスアド

レスのビットを指定します。このオプション

は、CiscoNexus 9200、9300-EX、および9300-FX
プラットフォームスイッチと9700-EXおよび
9700-FXラインカードのCiscoNX-OSリリース9.3
（3）以降で使用できます。

プレフィックスリストについての情報を表示しま

す。

（任意） show { ip | ipv6 } prefix-list name

例：

ステップ 4

switch(config)# show ip prefix-list
AllowPrefix

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、2つのエントリからなる IPv4プレフィックスリストを作成し、BGPネイバーに
プレフィックスリストを適用する例を示します。
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switch# configure terminal
switch(config)# ip prefix-list allowprefix seq 10 permit 192.0.2.0/23 eq 24
switch(config)# ip prefix-list allowprefix seq 20 permit 209.165.201.0/27 eq 28
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1/16 remote-as 65534
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# prefix-list allowprefix in

次に、すべての/ 24奇数IPアドレスの一致マスクを使用してIPv4プレフィックスリスト
を作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip prefix-list list1 seq 7 permit 22.1.1.0/24 mask 255.255.1.0
switch(config)# show route-map test
route-map test, permit, sequence 7
Match clauses:
ip address prefix-lists: list1
Set clauses:
extcommunity COST:igp:10:20
switch(config)# show ip prefix-list list1
ip prefix-list list1: 1 entries
seq 7 permit 22.1.1.0/24 mask 255.255.1.0

次に、サブネットプレフィックスが17以上の21.1.0.0/16のすべてのサブネットに一致す
るIPv4プレフィックスリストを作成する例を示します。maskオプションにより、3番目
のオクテットの最初のビットが設定されていない（偶数）着信プレフィックスだけが

照合されます。

switch# configure terminal
switch(config)# ip prefix-list list1 seq 10 permit 21.1.0.0/16 ge 17 mask 255.255.1.0

ASパスリストの設定
発信と着信の両方の BGPルートに ASパスリストフィルタを指定できます。各フィルタは、
正規表現を使用するアクセスリストです。正規表現が ASCIIストリングとして表されたルー
トの ASパス属性と一致した場合は、許可または拒否条件が適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip as-path access-list name {deny | permit} expression

3. （任意） show {ip | ipv6} as-path-access-list name

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

正規表現を使用してBGPASパスリストを作成しま
す。

ip as-path access-list name {deny | permit} expression

例：

ステップ 2

switch(config)# ip as-path access-list
Allow40 permit 40

as-pathアクセスリストの情報を表示します。（任意） show {ip | ipv6} as-path-access-list name

例：

ステップ 3

switch(config)# show ip
as-path-access-list Allow40

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、2つのエントリからなる ASパスリストを作成し、BGPネイバーに ASパスリ
ストを適用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip as-path access-list AllowAS permit 64510
switch(config)# ip as-path access-list AllowAS permit 64496
switch(config)# copy running-config startup-config
switch(config)# router bgp 65535:20
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1/16 remote-as 65535:20
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# filter-list AllowAS in

BGP AS-path属性の置き換え
次の手順では、着信および発信ルートマップの BGP as-path属性を変更することにより、BGP
ルーティングポリシーを操作できます。

BGP as-path属性を置き換えるときは、次のガイドラインを考慮してください。

•この機能は、アドレスファミリ識別子 (AFI)ごとに eBGPネイバーにのみ適用されます。
iBGPネイバーで機能を設定しようとしても、構成は無視されます。

•この機能を備えたルートマップは、BGPネイバーのインバウンド側とアウトバウンド側
の両方に適用できます。

•この機能は、AS_SET、AS_SEQUENCE、CONFED_SET、およびCONFED_SEQUENCEの
任意の組み合わせをサポートします。

• 2バイト ASのみをサポートする BGPスピーカーと対話する場合、4バイト AS番号は予
約済みの 2バイト AS番号 23456に置き換えられます。
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•コンフェデレーション識別子が設定されている場合は、コンフェデレーションの外部にあ
るピアと対話するときに、CLIでローカル ASNとしてコンフェデレーション識別子を使
用することを検討してください。同じコンフェデレーションに属するピアと対話する場合

は、router bgp asnコマンドでプロセス ASNを使用することを検討してください。

• BGP local-as機能が設定されている場合、設定された local-asは CLIでローカル ASNと見
なされます。

•アウトバウンドルートマップの場合、ローカル ASNは常に CLIからの結果の as_pathに
付加されます。

• set as-pathまたは set as-path replaceコマンドでは、最大 32個のAS番号を設定できます。

• 1つのルートマップシーケンスの下では、set as-path、set as-path prepend、および set
as-path replaceのオプションのうち 1つだけを設定できます。

• remove-private-asが設定されている場合、アウトバウンド側で新しいルートマップコマ
ンドを適用する前に適用されます。

• as-overrideが設定されている場合、アウトバウンド側で新しいルートマップコマンドを
適用した後に適用されます。

• AS_PATHループチェックは、新しいルートマップコマンドが着信側と発信側の両方に
適用される前に、元の AS_PATHで実行されます。これらのチェックは、インバウンド側
で allow-as inとアウトバウンド側でdisable-peer-as-checkを使用することで緩和できます。

完全な ASパスの置き換え

この手順を使用して、着信または発信 BGPアップデートのASパスをカスタムASパスに変更
します。ASパスを完全に削除することもできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップを作成するか、または既存のルート

マップに対応するルートマップ設定モードを開始し

route-map map-name [permit | deny] [seq]

例：

ステップ 2

ます。ルートマップのエントリを順序付けるには、

seqを使用します。
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)#

AS_PATHをカスタム ASNのリストに置き換える
か、AS_PATHをクリアします。コマンドオプショ
ンは次のとおりです。

[no] set as-path { none | {as-number | remote-as |
local-as}+ ] }

例：

ステップ 3

• as-number:指定された AS番号。switch(config-route-map)# set as-path 11 local-as
remote-as 13
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目的コマンドまたはアクション

• remote-as: BGPピアの AS番号。

• local-as:ローカル AS番号。

noneキーワードは、ASパスを完全に削除します。

例

次の例では、これらの値が想定されています。

•元の AS_PATHは 10 20 30 40 50 60です。

• local-asは 100です。

• remote-asは 200です。

この例は、カスタムASパスを指定する方法を示しています。このコマンドは、ASパ
スを 11 100 200 13 200 10.10 65535に変更します。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)# set as-path 11 local-as remote-as 13 remote-as 10.10 65535

この例は、ASパスをクリアする方法を示しています。このコマンドにより、ASパス
が空になります。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)# set as-path none

ASパスでの選択した AS番号の置き換え

この手順を使用して、ASパス内の特定の AS番号を置き換え、着信または発信 BGP更新でそ
れらをカスタム AS番号に置き換えます。private-asをマッチキーワードとして指定すること
もできます。この場合、private-asの任意のインスタンスが一致し、置換または削除できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップを作成するか、または既存のルート

マップに対応するルートマップ設定モードを開始し

route-map map-name [permit | deny] [seq]

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

ます。ルートマップのエントリを順序付けるには、

seqを使用します。

switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)#

withキーワードが指定されていない場合は、コンマ
で区切られた asn_listで示されているASNのインス

[no] set as-path replace {asn_list | private-as} [with
{as-number | remote-as | none}]

例：

ステップ 3

タンスを local-asに置き換えます。private-asキー
ワードが指定されている場合は、private-asを置き換
えます。

switch(config-route-map)# set as-path replace 1,
2, private-as with remote-as

withキーワードが指定されている場合は、一致した
ASNのwithキーワードの後の値、または private-as
キーワードが指定されている場合はprivate-asを置き
換えます。

withキーワードに続くコマンドオプションは次のと
おりです。

• as-number :一致した値は、指定された AS番号
に置き換えられます。

• remote-as:一致した値は、BGPピアの AS番号
に置き換えられます。

• none:一致した値はAS-pathから削除されます。

例

次の例では、これらの値が想定されます。

•元の AS_PATHは 1 5 2 10.10 65534 20です。

• local-asは 100です。

• remote-asは 200です。

この例は、2つの特定の ASNと、private-asを local-asに置き換える方法を示していま
す。このコマンドは、ASパスを 100 5 100 10.10 100 20に変更します。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)# set as-path replace 1, 2, private-as

この例は、2つの特定の ASNと、private-asをネイバーの ASN (remote-as)に置き換え
る方法を示しています。このコマンドは、ASパスを 200 5 200 10.10 200 20に変更しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map Testmap permit 10
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switch(config-route-map)# set as-path replace 1, 2, private-as with remote-as

この例は、2つの特定の ASNと private-asを削除する方法を示しています。このコマ
ンドは、ASパスを 5 10.10 20に変更します。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)# set as-path replace 1, 2, private-as with none

コミュニティリストの設定

コミュニティリストを使用すると、コミュニティ属性に基づいて BGPルートをフィルタリン
グできます。コミュニティ番号は aa:nn形式の 4バイト値です。最初の 2バイトは自律システ
ム番号を表し、最後の 2バイトはユーザ定義のネットワーク番号です。

同じコミュニティリスト文で複数の値を設定した場合、コミュニティリストフィルタを満足

させるには、すべてのコミュニティ値が一致しなければなりません。複数の値をそれぞれ個別

のコミュニティリスト文で設定した場合は、最初に条件が一致したリストが処理されます。

コミュニティリストをmatch文で使用すると、コミュニティ属性に基づいてBGPルートをフィ
ルタリングできます。

手順の概要

1. configure terminal

2. 次のいずれか 1つを入力します。

• ip community-list standard list-name {deny | permit} [community-list] [internet] [local-AS]
[no-advertise] [no-export] [graceful-shutdown] [blackhole]

または

• ip community-list expanded list-name {deny | permit} expression

3. （任意） show ip community list name

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

最初のオプションでは、標準BGP拡張コミュニティ
リストを作成します。list-名には最大 63文字の英数

次のいずれか 1つを入力します。ステップ 2

• ip community-list standard list-name {deny |
permit} [community-list] [internet] [local-AS] 字を使用できます。大文字と小文字は区別されま
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目的コマンドまたはアクション

す。community-listには、1つ以上のコミュニティを
aa:nn形式で指定できます。

[no-advertise] [no-export] [graceful-shutdown]
[blackhole]

または 二番目のオプションでは、正規表現を使用してBGP
拡張コミュニティリストを作成します。• ip community-list expanded list-name {deny |

permit} expression

例：

switch(config)# ip community-list
standard BGPCommunity permit
no-advertise 65535:20

または

switch(config)# ip community-list
expanded BGPComplex deny
50000:[0-9][0-9]

コミュニティリストの情報を表示します。（任意） show ip community list name

例：

ステップ 3

switch(config)# show ip community-list
BGPCommunity

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、2つのエントリからなるコミュニティリストの作成例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip community-list standard BGPCommunity permit no-advertise 65535:20
switch(config)# ip community-list standard BGPCommunity permit local-AS no-export
switch(config)# copy running-config startup-config

拡張コミュニティリストの設定

拡張コミュニティリストを使用すると、コミュニティ属性に基づいて BGPルートをフィルタ
リングできます。コミュニティ番号は aa4:nn形式の 6バイト値です。最初の 4バイトは自律
システム番号を表し、最後の 2バイトはユーザ定義のネットワーク番号です。

同じ拡張コミュニティリスト文で複数の値を設定した場合、拡張コミュニティリストフィル

タの条件を満たすには、すべての拡張コミュニティ値が一致しなければなりません。複数の値

をそれぞれ個別の拡張コミュニティリスト文で設定した場合は、最初に条件が一致したリスト

が処理されます。
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拡張コミュニティリストをmatch文で使用すると、拡張コミュニティ属性に基づいてBGPルー
トをフィルタリングできます。

手順の概要

1. configure terminal

2. 次のいずれか 1つを入力します。

• ip extcommunity-list standard list-name {deny | permit} seq 5 4byteas-generic {transitive
| nontransitive} community1 [community2... ] rt 2:2 soo 3:3

または

• ip extcommunity-list expanded list-name seq 5 {deny | permit} expression

3. ip extcommunity-list standard commext seq 5 permit 4byteas-generic transitive 1:1 rt 2:2
soo 3:3

4. （任意） show ip community-list name

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

最初のオプションでは、標準BGP拡張コミュニティ
リストを作成します。communityには、1つ以上の拡
張コミュニティを aa4:nn形式で指定できます。

次のいずれか 1つを入力します。ステップ 2

• ip extcommunity-list standard list-name {deny |
permit} seq 5 4byteas-generic {transitive |
nontransitive} community1 [community2... ] rt
2:2 soo 3:3

または

二番目のオプションでは、正規表現を使用して拡張

BGP拡張コミュニティリストを作成します。

• ip extcommunity-list expanded list-name seq 5
{deny | permit} expression

例：

switch(config)# ip extcommunity-list
standard BGPExtCommunity seq 5 permit
4byteas-generic transitive 65535:20 rt 2:2 soo
3:3

または

switch(config)# ip extcommunity-list
expanded BGPExtComplex seq 5 deny
1.5:[0-9][0-9]

Route Policy Managerの設定
22

Route Policy Managerの設定

拡張コミュニティリストの設定



目的コマンドまたはアクション

シーケンス番号がCLIの入力パラメータとして追加
されます。

ip extcommunity-list standard commext seq 5 permit
4byteas-generic transitive 1:1 rt 2:2 soo 3:3

例：

ステップ 3

以降、extcommunityリストの設定時に入力シーケン
ス番号を入力する必要があります。switch(config)# ip extcommunity-list standard

commext seq 5 permit 4byteas-generic transitive
1:1 rt 2:2 soo 3:3 config replaceの場合、ユーザ設定ファイ

ルには、デバイスから収集された有効な

実行コンフィギュレーションが含まれて

いる必要があります。任意の NX-OSイ
メージラベルを実行しているデバイスか

ら収集できます。手動で改ざんされてい

ない有効なファイルである必要がありま

す。

（注）

拡張コミュニティリストの情報を表示します。（任意） show ip community-list name

例：

ステップ 4

switch(config)# show ip community-list
BGPCommunity

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、汎用の特定拡張コミュニティリストを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip extcommunity-list standard test1 seq 5 permit 4byteas-generic transitive
65535:40 65535:60
switch(config)# copy running-config startup-config

ルートマップの設定

ルートマップを使用して、ルートの再配布やルートフィルタリングを行うことができます。

ルートマップには、複数の一致基準と複数の設定基準を含めることができます。

BGPにルートマップを設定すると、BGPネイバーセッションの自動ソフトクリアまたはリフ
レッシュのトリガーになります。

手順の概要

1. configure terminal
2. route-map map-name [permit | deny] [seq]
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3. （任意） continue seq

4. （任意） exit

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップを作成するか、または既存のルート

マップに対応するルートマップ設定モードを開始し

route-map map-name [permit | deny] [seq]

例：

ステップ 2

ます。seqを使用して、ルートマップエントリを順
序付けます。

switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)#

ルートマップで次を処理するシーケンス文を決定し

ます。使用するのは、フィルタリングおよび再配布

の場合だけです。

（任意） continue seq

例：

switch(config-route-map)# continue 10

ステップ 3

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了します。

（任意） exit

例：

ステップ 4

switch(config-route-map)# exit

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-route-map)# copy running-config
startup-config

例

ルートマップコンフィギュレーションモードで、ルートマップに対して次のオプショ

ンの matchパラメータを設定できます。

default-information originateコマンドでは、オプションのルートマップのmatch文は
無視されます。

（注）
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目的コマンド

1つまたは複数の ASパスリストと照合。ASパスリス
トは、ip as-path access-listコマンドで作成します。

match as-path name [ name... ]

例：

switch(config-route-map)# match
as-path Allow40

1つまたは複数の AS番号または ASパスリストと照
合。ASパスリストは、ip as-path access-listコマンドで
作成します。指定できる範囲は 1～ 65535です。ASパ
スリスト名には最大63文字の英数字を使用できます。
大文字と小文字は区別されます。

match as-number { number [,number...
] | as-path-list name [ name... ]}

例：

switch(config-route-map)# match
as-number 33,50-60

1つまたは複数のコミュニティリストと照合。コミュ
ニティリストは、ip community-listコマンドで作成し
ます。

match community name [name... ][
exact-match ]

例：

switch(config-route-map)# match
community BGPCommunity

1つまたは複数の拡張コミュニティリストと照合。コ
ミュニティリストは、ip extcommunity-listコマンドで
作成します。

match extcommunity name [name... ][
exact-match ]

例：

switch(config-route-map)# match
extcommunity BGPextCommunity

設定済みのインターフェイスのいずれかからのネクス

トホップと照合。? を使用すると、サポートされてい
るインターフェイスタイプのリストを検索できます。

BGPはこのコマンドをサポートしていませ
ん。

（注）

match interface interface-type number
[ interface-type number... ]

例：

switch(config-route-map)# match
interface e 1/2

1つまたは複数の IPv4プレフィックスリストと照合。
プレフィックスリストは ip prefix-listコマンドを使用
して作成します。

match ip address prefix-list name [
name... ]

例：

switch(config-route-map)# match ip
address prefix-list AllowPrefix

1つまたは複数の IPv6プレフィックスリストと照合。
プレフィックスリストは ipv6 prefix-listコマンドを使
用して作成します。

match ipv6 address prefix-list name [
name... ]

例：

switch(config-route-map)# match ip
address prefix-list AllowIPv6Prefix

Route Policy Managerの設定
25

Route Policy Managerの設定

ルートマップの設定



目的コマンド

マルチキャスト送信元、グループ、またはランデブー

ポイントに基づいて IPv4マルチキャストパケットを照
合。

BGPはこのコマンドをサポートしていませ
ん。

（注）

match ip multicast [ source ipsource ]
[[ group ipgroup] [ rp iprp ]]

例：

switch(config-route-map)# match ip
multicast rp 192.0.2.1

マルチキャスト送信元、グループ、またはランデブー

ポイントに基づいて IPv6マルチキャストパケットを照
合。

BGPはこのコマンドをサポートしていませ
ん。

（注）

match ipv6 multicast [source ipsource
][[ group ipgroup ] [ rp iprp ]]

例：

switch(config-route-map)# match ip
multicast source 2001:0DB8::1

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対して、
ルートの IPv4ネクストホップアドレスを照合。プレ
フィックスリストは ip prefix-listコマンドを使用して
作成します。

match ip next-hop prefix-list name [
name ... ]

例：

switch(config-route-map)# match ip
next-hop prefix-list AllowPrefix

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対して、
ルートの IPv6ネクストホップアドレスを照合。プレ
フィックスリストは ipv6 prefix-listコマンドを使用し
て作成します。

match ipv6 next-hop prefix-list name [
name ... ]

例：

switch(config-route-map)# match ipv6
next-hop prefix-list
AllowIPv6Prefix

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対して、
ルートのIPv4ルート送信元アドレスを照合。プレフィッ
クスリストは ip prefix-listコマンドを使用して作成し
ます。

match ip route-source prefix-list name
[ name ... ]

例：

switch(config-route-map)# match ip
route-source prefix-list
AllowPrefix

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対して、
ルートのIPv6ルート送信元アドレスを照合。プレフィッ
クスリストは ipv6 prefix-listコマンドを使用して作成
します。

match ipv6 route-source prefix-list
name [ name ...]

例：

switch(config-route-map)# match ipv6
route-source prefix-list
AllowIPv6Prefix
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目的コマンド

ルートメトリック値を 1つまたは複数のメトリック値
または値の範囲と照合。メトリック範囲は +- deviation
引数を使用して設定します。ルートマップは次の範囲

に該当するすべてのルートメトリックと照合されます。

value - deviation～ value + deviation.

match metric value [ +- deviation. ] [
value.. ]

例：

switch(config-route-map)# match
metric 50 + 10

OSPFv2またはOSPFv3エリアIDと一致します。

エリア IDの範囲は 0～ 4294967295です。

BGPはこのコマンドをサポートしていませ
ん。

（注）

match ospf-area area-id

例：

switch(config-route-map)# match
ospf-area 1

ルートタイプと照合。route-typeは、次のうちの 1つま
たは複数にできます。

• external：外部ルート（BGP、EIGRP、OSPFタイプ
1または 2）

•エリア間：OSPFエリア間ルート

• internal：内部ルート（OSPFエリア内またはエリア
間ルートを含む）

•エリア内：OSPFのエリア内ルート

•レベル 1：IS-ISレベル 1ルート

•レベル 2：IS-ISレベル 2ルート

•ローカル：ローカルで生成されたルート

• nssa-external：NSSA外部ルート（OSPFタイプ 1ま
たは 2）

• type-1：OSPF外部タイプ 1ルート

• type-2：OSPF外部タイプ 2ルート

BGPはこのコマンドをサポートしていませ
ん。

（注）

match route-type route-type

例：

switch(config-route-map)# match
route-type level 1 level 2

VLANと照合。

BGPはこのコマンドをサポートしていませ
ん。

（注）

match vlan vlan-id [ vlan-range ]

例：

switch(config-route-map)# match vlan
3, 5-10
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目的コマンド

iBGP学習パスの場合、着信RPKI EXTCOMM更新と照
合します。

eBGP学習パスの場合、は ROAデータベースルック
アップから取得した検証状態と照合します。

match rpkiコマンドのパラメータは次のとおりです。

• invalid：RPKIデータベース内の無効な発信元 AS
です。

• not-found：この origin-ASは RPKIデータベースで
は不明です。

• valid：RPKIデータベース内の有効な発信元 ASで
す。

match rpki { invalid | not-found | valid
}

例：

switch(config-route-map)# match rpki
invalid

ルートマップ設定モードで、オプションとして、ルートマップに次の setパラメータ
を設定できます。

目的コマンド

BGPルートの ASパス属性を変更します。最後の AS番
号として設定された numberまたは特定のASパス値とし
てのストリング（as-1 as-2...as-n）をプリペンドできま
す。

set as-path { tag | prepend { last-as
number | as-1 [as-2. .. ]}}

例：

switch(config-route-map)# set
as-path prepend 10 100 110

着信または発信BGPルートアップデートのコミュニティ
属性から、コミュニティを削除します。コミュニティリ

ストは ip community-listコマンドを使用して作成します。

set comm-list name delete

例：

switch(config-route-map)# set
comm-list BGPCommunity delete

BGPルートアップデートのコミュニティ属性を設定しま
す。

ルートマップ属性の同じシーケンスで、set
communityコマンドと set comm-list deleteコ
マンドを両方使用すると、設定処理より先に

削除処理が実行されます。

（注）

send-communityコマンドをBGPネイバーア
ドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドで使用して、BGPコミュニティ属性をBGP
ピアにプロパゲートします。

（注）

set community { none | additive |
local-AS | no-advertise | no-export |
graceful-shutdown | blackhole |
community-1 [community-2... ]}

例：

switch(config-route-map)# set
community local-AS
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目的コマンド

BGPルートダンプニングパラメータを設定します。

• halflife：指定できる範囲は 1～ 45分です。デフォル
トは 15です。

• reuse：指定できる範囲は 1～ 20000秒です。デフォ
ルトは 750です。

• suppress：指定できる範囲は 1～ 20000です。デフォ
ルトは 2000です。

• duration：指定できる範囲は 1～ 255分です。デフォ
ルトは 60です。

set dampening half life reuse suppress
duration

例：

switch(config-route-map)# set
dampening 30 1500 10000 120

OSPFv2またはOSPFv3のルートのアドミニストレーティ
ブディスタンスを設定します。範囲は 1～ 255です。

set distance value

例：

switch(config-route-map)# set
distance 150

着信または発信 BGPルートアップデートの拡張コミュ
ニティ属性から、コミュニティを削除します。拡張コミュ

ニティリストは ip extcommunity-listコマンドを使用して
作成します。

set extcomm-list name delete

例：

switch(config-route-map)# set
extcomm-list BGPextCommunity
delete

BGPルートアップデートの拡張コミュニティ属性を設定
します。

ルートマップ属性の同じシーケンスで、set
extcommunityコマンドと set extcomm-list
deleteコマンドを両方使用すると、設定処理
より先に削除処理が実行されます。

（注）

send-communityコマンドを BGPネイバーアドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードで使用して、BGP
コミュニティ属性を BGPピアにプロパゲートします。

set extcommunity 4byteas-generic {
transitive | nontransitive }{ none |
additive ] community-1 [community-2...
]}

例：

switch(config-route-map)# set
extcommunity generic transitive
1.0:30
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目的コマンド

BGPルートアップデートのコストコミュニティ属性を
設定します。この属性は、ローカルの自律システムまた

は自律連合のBGP最良パス選択プロセスをカスタマイズ
することができます。community-idの範囲は 0～ 255で
す。costの範囲は 0～ 4294967295です。最も低いコスト
を持つパスが優先されます。コストが同じ場合は、最も

低いコストコミュニティ番号を持つパスが優先されま

す。

igpキーワードは IGPコスト比較の後にコストを比較し
ます。pre-bestpathキーワードは、ベストパスアルゴリ
ズムの他のすべてのステップの前に比較します。

set extcommunity cost community-id1
cost [ igp | pre-bestpath ]
[community-id2... ]}

例：

switch(config-route-map)# set
extcommunity cost 33 1.0:30

BGPルート更新の拡張コミュニティルートターゲット
属性を設定します。communityの値は、2バイトのAS番
号: 4バイトのネットワーク番号、4バイトの AS番号: 2
バイトのネットワーク番号、または IPアドレス: 2バイ
トのネットワーク番号で指定します。

additiveキーワードは、ルートターゲットを既存の拡張
コミュニティルートターゲット属性に追加するために使

用します。

set extcommunity rt community-1 [
additive ] [community-2.. .]}

例：

switch(config-route-map)# set
extcommunity rt 1.0:30

OSPFのフォワーディングアドレスを設定します。set forwarding-address

例：

switch(config-route-map)# set
forwarding-address

不変のネクストホップ IPアドレスを指定します。このコ
マンドは、BGP IPv6-over-IPv4ピアリングに必要です。

IPv4ネクストホップを使用した BGP IPv6ユ
ニキャストルートの場合、NX-OSは、BGP
ネイバーに向けて構成されたアウトバウンド

ルートマップ内で構成された set IPv6
next-hop unchangedコマンドをサポートしま
せん。

（注）

set ip next-hop unchanged

例：

switch(config-route-map)# set ip
next-hop unchanged

IS-IS用にルートをインポートするエリアを設定します。
IS-ISのオプションは level-1、level-1-2、または level-2で
す。デフォルトは level-1です。

set level { backbone | level-1 |
level-1-2 | level-2 }

例：

switch(config-route-map)# set
level backbone
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目的コマンド

BGPローカルプリファレンス値を設定します。範囲は 0
～ 4294967295です。

set local-preference value

例：

switch(config-route-map)# set
local-preference 4000

既存のメトリック値を増減します。メトリックはKb/s単
位です。範囲は 0～ 4294967295です。

set metric [ + | - ] bandwidth-metric

例：

switch(config-route-map)# set
metric +100

ルートメトリック値を設定します。

メトリックは次のとおりです。

• metric0：帯域幅（Kb/s）。範囲は 0～ 4294967295で
す。

• metric1：遅延（10マイクロ秒単位）。

• metric2：信頼性。指定できる範囲は 0～ 255（100%
の信頼性）です。

• metric3：ロード中。指定できる範囲は1～255（100%
のロード）です。

• metric4：パスのMTU。有効な範囲は 1～ 16777215
です。

set metric bandwidth [ delay reliability
load mtu ]

例：

switch(config-route-map)# set
metric 33 44 100 200 1500

宛先ルーティングプロトコルのメトリックタイプを設定

します。オプションは次のとおりです。

external：IS-IS外部メトリック

internal：BGPのMEDとして IGPメトリックを使用

type-1：OSPF外部タイプ 1メトリック

type-2：OSPF外部タイプ 2メトリック

set metric-type { external | internal |
type-1 | type-2 }

例：

switch(config-route-map)# set
metric-type internal

Pビットセットを持たない ASBRで生成されたタイプ 7
LSAを設定します。これにより、OSPFで、タイプ 7か
らタイプ 5への LSA変換が行われなくなります。

set nssa-only

例：

switch(config-route-map)# set
nssa-only

BGPオリジン属性を設定します。EGP as-numberの範囲
は 0～ 65535です。

set origin { egp as-number | igp |
incomplete }

例：

switch(config-route-map)# set
origin incomplete

Route Policy Managerの設定
31

Route Policy Managerの設定

ルートマップの設定



目的コマンド

BGPルートの重み値を設定します。範囲は 0～ 65535で
す。

set weight count

例：

switch(config-route-map)# set
weight 33

不等コストロードバランスの最適パスと比較したパスの

as-path-lengthの差を構成します。範囲は 1～ 255です。
set as-path-length difference <value>

例：

switch(config-route-map)# set
as-path-length difference 5

不等コストロードバランスの最適パスと比較したパスの

メトリック値の差を構成します。範囲は 1–65535です。
set metric difference <value>

例：

switch(config-route-map)# set
metric difference 100

出力ロードバランシングのために計算およびインストー

ルされるマルチパスの最大数を設定します。範囲は、1
～ 64です。

set maximum-paths <value>

例：

switch(config-route-map)# set
maximum-paths 5

set metric-type internalコマンドは、発信ポリシーと eBGPネイバーにのみ作用します。
同じ BGPピア発信ポリシーに metricコマンドと metric-type internalコマンドを両方
設定した場合、Cisco NX-OSは metric-type internalコマンドを無視します。

ルートマップの削除をブロックするグローバルコマンド
このセクションでは、ルートマップの削除をブロックするグローバルコマンドの詳細につい

て説明します。グローバルコマンドは次のとおりです。

• system default route-map validate-appliedコマンドを使用して、ルートマップの削除のブ
ロックを有効にします。

• no system default route-map validate-appliedコマンドを使用して、ルートマップの削除の
ブロックを無効にします。

• show running-config rpmコマンドを使用して、デフォルト以外の構成を表示します。

デフォルトでは、このコマンドはデフォルト状態です。（注）

• show running-config rpm allコマンドを使用して、デフォルトの構成を表示します。
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デフォルトでは、このコマンドはデフォルト状態です。（注）

グローバルコマンドは、デフォルトではジェネリックです。Cisco NX-OSリリース 10.2(2)F以
降、ルートマップの削除をブロックする機能は、クライアントによって使用される場合にBGP
にのみ適用されます。

（注）

Route Policy Managerの設定の確認
ポリシーマネージャ設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

コミュニティリストの情報を表示します。show ip community-list [name]

拡張コミュニティリストの情報を表示します。show ip ext community-list [name]

IPv4または IPv6プレフィックスリストの情報
を表示します。

show [ip | ipv6] prefix-list [name]

ルートマップの情報を表示します。show route-map [name]

ルートマップの削除機能のブロックに関する

情報と、ルートマップに関連付けられている

クライアントのリストを提供します。

show route-map [name] brief

Route Policy Managerの設定例
次の例では、アドレスファミリを使用して Route Policy Managerを設定し、ネイバー 209.0.2.1
からのユニキャストルートやマルチキャストルートがAllowPrefixプレフィックスリストと一
致した場合に、それらのルートが承認されるようにします。

router bgp 64496

neighbor 172.16.0.1 remote-as 64497
address-family ipv4 unicast
route-map filterBGP in

route-map filterBGP
match ip address prefix-list AllowPrefix

ip prefix-list AllowPrefix 10 permit 192.0.2.0/24
ip prefix-list AllowPrefix 20 permit 172.16.201.0/27
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関連項目
Route Policy Managerの詳細については、次の項目を参照してください。

•基本的 BGPの設定
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cisco-nexus-9000-series-nx-os-unicast-routing-configuration-guide_chapter10.pdf#nameddest=unique_72


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


